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知事記者会見の概要 

 

日 時：令和2年5月12日(火) 14:00～14:40 

場 所：記者会見室 

出 席 者：知事、総務部長、秘書課長、広報広聴推進課長 

出席記者：15名、テレビカメラ5台 
 

1 記者会見の概要 

広報広聴推進課長開会の後、知事から5件の発表があった。 

その後、代表・フリー質問があり、知事等が答えて閉会した。 
 

2 質疑応答の項目 

発表事項 

(1) 「新型コロナ克服・創造山形県民会議（仮称）」の設立について 

(2) 「山形県新型コロナ対策応援金」の募集開始について 

(3) 新型コロナウイルス関連事業継続相談窓口の設置について 

(4) 山形県総合文化芸術館（やまぎん県民ホール）の開館について 

(5) 県民県内お出かけキャンペーン及び県内泊まって応援キャンペーンの実施

について 

代表質問 

(1) 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

フリー質問 

(1) 新型コロナウイルス感染症への県の対応について 

(2) 発表事項に関連して 

 

 

 

 

 

 

＜幹事社：読売・日経・YTS＞ 
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☆報告事項 

知事 

風薫る良い季節となりました。山形県では、今日もですね、新型コロナウイルス感染症

の確認がゼロでございました。これで本日まで8日間にわたって新型コロナの感染者が確認

されなかったということになります。これは一つのやはり、節目になるのかなというふう

に思っております。ここまで来れましたのもひとえに県民の皆様が外出の自粛といった感

染防止対策にしっかりと取り組んでくださった、その賜物であり、その成果であるという

ふうに捉えているところです。まさに県民の皆様と一緒になって新型コロナウイルス感染

症の第一波をなんとか乗り切ったという思いでございます。本当にこれまでのご尽力、ご

協力に対しまして心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

ですがですね、全国的に見ますと、まだ新型コロナウイルス感染症は終息したわけでは

ございませんので、これからまたいつ何時第二波が来るかもしれないということでありま

す。やはり気を緩めることなく、新しい生活様式、そういったものを身に付けていただい

て、当面の間また皆さんと一緒になって、新型コロナウイルス対策を続けていければとい

うふうに思っております。 

ただですね、県内の経済の状況を見てみますと、本当にこれまでの大変な自粛でありま

すとか、さまざまな状況で新型コロナウイルス感染症の、その影響を大変大きく受けてお

りまして、深刻な状況になっているというふうに捉えております。これからは、新型コロ

ナウイルスから県民の皆様の命と健康を守るという防止対策ですね、それとそれから経済

活動、これを両立させていくことが重要だというふうに考えております。 

そのためにですね、そのためにも県民の皆様には、新しい生活様式といったことをぜひ

目指していただきたいというふうに思っております。これまでもご協力いただいたわけで

ありますけれども、丁寧な手洗い、そしてマスクの着用、そして「3つの密」を避けるとい

うこと。人と人との距離をしっかり確保していただく、そういったことでありますので、

ぜひ当面の間ですね、新型コロナウイルス感染症が終息するまでには長丁場ということも

見込まれておりますので、また、心を一つにしてしっかりと一緒になって取り組んでいた

だければと思っております。 

本当にこれからはですね。それで、事業者の皆様でございますけれども、感染防止対策

をしっかりと講じた上で事業活動の再開をお願いいたします。特に、「3つの密」が発生し

やすい、そういう業態にありましては、徹底した対策を講じていただきますようお願いい

たします。 

なお、それぞれの事業者の方がですね、組合でありましたり、そういう単位でもよろし

いのですけれども、感染防止策をしっかり講じているということでご希望がございました

らば、今後、県のホームページなどで紹介させていただくことも考えているところです。 

県としましても、市町村や関係機関と連携しながら、県内経済の回復に全力を挙げてま

いりますので、県民の皆様、事業者の皆様には、引き続きご協力をよろしくお願いいたし
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ます。 

それからですね、農作業のことです。ゴールデンウィークが終わりまして、県内では田

植えなどの農作業が本格化してきております。 

このような中で、農家の方からは新型コロナウイルスへの感染に対する不安の声が寄せ

られております。県の医師会からも、作業小屋などの屋内で行う農作業もありますので、

感染防止の注意喚起が必要ではないかとのご提案をいただいたところでございます。そこ

で、県の危機対策本部におきまして、農家の皆様に注意を促すチラシを作成いたしまして、

周知を図っているところです。皆様のお手元にあるかと思いますが、報道関係各社の皆様

にも取り上げていただいて、周知方よろしくお願いいたします。農家の皆様には、農作業

の事故に十分注意して作業を行っていただくとともに、新型コロナウイルスの感染防止に

も細心の注意を払っていただきますようよろしくお願いいたします。 

 

では、私からですね、5点発表がございます。 

1点目は、「新型コロナ克服・創造山形県民会議（仮称）」です。その開催について申し上

げます。新型コロナウイルスの感染拡大により、県民の皆様には不要不急の外出を控えて

いただくなどのご協力をいただきましたほか、学校の臨時休業や企業活動の縮小・休止な

どにより、県民生活や産業経済に大きな影響が生じているところです。 

このため、新型コロナウイルスの感染防止と産業経済活動を両立させて、長丁場が想定

される新型コロナとの闘いを乗り越えていくということが重要であります。そのためには、

県はもとより、市町村や県選出国会議員、県議会をはじめ、各界・各層の代表者の皆様の

参画のもと、官民の力を結集して、様々な課題を克服し、新たな地域社会を創造していく

必要があると考えております。 

こうした考えのもと、県では、県民の皆様の命と健康を守り、地域経済の活力を取り戻

すための取組みについて、幅広い視点で意見交換を行う場として、「新型コロナ克服・創造

山形県民会議」仮称でございますが、その会議を、明日5月13日に開催することといたしま

した。今後、オール山形で心を一つにして、新型コロナを克服してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

2点目はですね、応援金です。次に、「山形県新型コロナ対策応援金」の募集開始につい

てお知らせをいたします。多くの県民の皆様から、応援金の口座を作り県民からの善意を

集めて、医療従事者や中小事業者、従事者、経済的影響を受けている学生などを支援して

もらいたいというご意見をたくさん頂戴いたしました。 

このため、県では「山形県新型コロナ対策応援金」を募集することといたしまして、「山

形銀行」さんと、「荘内銀行」さんと、「きらやか銀行」さんの3行に県の口座を開設いたし

ました。 

これはですね、そして、皆様のお手元にあるようですけれども、ゆうちょ銀行とかです

ね、JAからも振り込むことができるようになっております。明日、5月13日から募集を開始
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いたしますので、マスコミの皆様には、多くの県民の方々からの善意が寄せられますよう、

周知方よろしくお願いいたします。 

3点目にまいります。事業継続相談窓口の設置について申し上げます。新型コロナウイル

スの影響が長く続いて、県内経済はたいへん厳しい状況にあると思っております。経営者

や事業者の皆様は、終息が見えない中で資金繰りや雇用の維持、「新しい生活様式」への対

応など、多くの悩みや課題に直面しておられることと思います。 

県としましては、事業の継続を応援してまいりたいと考えまして、本日から新型コロナ

ウイルス関連の「事業継続相談窓口」を開設することといたしました。 

具体的には、4つの総合支庁の地域産業経済課に「事業継続相談窓口」を設置いたしまし

て、地域コーディネーターを含めた職員が相談を受け付けます。相談内容に応じて、県企

業振興公社の「よろず支援拠点」というのがあるのですけれども、その「よろず支援拠点」

のコーディネーター、13名おります。コーディネーターが、事業継続策を経営者や事業者

と一緒に考え、助言をいたします。なお、各総合支庁の相談窓口及び「よろず支援拠点」

では、5月は土日も相談を受け付けることといたします。 

企業や事業者の実情を踏まえたきめ細かな相談対応が必要なことから、総合支庁では、

市町村や地域の商工会・商工会議所と連携しながら伴走型の支援を行ってまいります。 

県・市町村をはじめとした関係機関の総力を挙げて、県内企業・事業者を応援し、事業

継続に必要となる施策の速やかな実現に取り組んでまいりますので、事業を継続するかど

うかお悩みの方は、ぜひ、もよりの総合支庁窓口までご相談いただきたいと思っておりま

す。本当に、後継者がいないとかですね、あと見通しがつかないとか、そういった不安も

たくさんおありになって廃業を考えておられるような方もいらっしゃるのではないかと思

っておりますが、市町村・県・政府と、みんなで応援をしてまいりますので、ぜひ事業継

続に向けてまた気を取り直して、私はいただきたいなと思っております。事業継続という

ことでできる限りの応援をしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

4点目にまいります。山形県総合文化芸術館、やまぎん県民ホールの開館について申し上

げます。 

8日の記者会見でも申し上げましたが、これまで開館を延期しておりました山形県総合文

化芸術館、やまぎん県民ホールを、明日、5月13日に開館することといたしました。 

当日は、午前10時30分から、建物の外で、少人数でのテープカットのみを実施いたしま

す。また、翌14日には山形交響楽団の県内居住者による無観客演奏を実施しまして、建物

の魅力と併せて後日、インターネットで配信する予定としております。それから、県民向

けに、15日から館内見学を、18日からは施設利用を開始いたします。 

本県の新しい文化芸術活動の拠点施設でありますので、感染防止のため一定の制約はご

ざいますが、県民の皆様からご利用いただいて、本県の文化芸術のさらなる発展につなげ

てまいりたいと考えているところです。まずは県内在住の皆様から始めたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 
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5点目でございます。キャンペーンのお知らせです。5月10日に一部の事業者を除き営業

自粛の要請期間が終了しまして、昨日5月11日から感染防止対策の徹底を要請しているとこ

ろです。今後は、県民の命と健康を守るための感染防止と産業経済活動の両立を目指して

いくことが重要であります。そのため県民の皆様による県内経済の回復に向けた動きを始

めなければならないと考えておりまして、そのきっかけとしていただきたい2つのキャンペ

ーンを開始いたします。 

 1つ目は観光立ち寄り施設で利用できるクーポンを発行する「県民県内お出かけキャンペ

ーン」であります。2,000円分のクーポンを1,000円で発行するものでして、第1弾として1

万2,500枚を5月15日から道の駅などの観光立ち寄り施設で販売いたします。第2弾は1万

7,500枚を5月23日から販売いたします。2つ目は県内の旅館、ホテルで利用できる前売りの

宿泊クーポンを発行する「県民泊まって応援キャンペーン」であります。これにつきまし

ても5月の15日から応募受付を開始いたします。5,000円の宿泊割引が受けられるクーポン

で、3万枚を発行いたします。更にその後になりますけれども、お出かけクーポンと宿泊ク

ーポンのそれぞれ2万枚について、今後県内旅行代理店においてセットで販売してまいりま

す。つまり合計しますとですね、この「県内お出かけキャンペーン」の買い物券は5万枚、

そして「県民泊まって応援キャンペーン」の宿泊クーポンも5万枚というのが合計の数字で

す。この2つのキャンペーンとも、県民を対象としたものであります。新しい生活様式を実

践しながら、感染防止対策をとっていただきながら、県民の皆様にはぜひご利用いただき

たいというふうに思っております。当面の間、県民の県民による県内周遊で、経済活動を

前進させてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。私から

は以上です。 

 

☆代表質問 

記者 

 幹事社の読売新聞の八木といいます。よろしくお願いします。代表質問させていただき

ます。新型コロナウイルスの感染症拡大防止対策で大きく2点伺います。まず県は4月25日

から5月10日にかけて、3密が起きやすい業態などを対象に営業の自粛を要請しました。こ

れは終わりましたけれども、この取組みの成果や課題について教えてください。あともう1

つですが、同じ期間中に県域を越えて県内に来る人を対象にした検温やあと啓発活動の本

格実施が行われました。こちらの成果についてもどう受け止めていらっしゃるでしょうか。

今後も県域を越えて来県する人たちに対して、何らかの働きかけを行う考えはあるでしょ

うか。知事のご意見を伺えればと思います。 

 

知事 

 はい、わかりました。ではお答え申し上げます。まず4月25日から5月10日までの企業等

に対する営業自粛・休業等の要請をいたしましたので、それについて申し上げます。 
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「3つの密」、密閉、密集、密接が起きやすい業態や、県外からの人の移動や県民の県内外

の往来に関係する業態の施設を対象に、4月25日から5月10日までの期間、営業自粛・休業

等の要請をいたしました。それぞれの関係団体を通じた通知のほか、県のホームページや

市町村からもご協力をいただいて周知をしたところであります。その結果、インターネッ

トカフェなど一部の事業者からご協力をいただけなかったというのがありまして、それは

残念なことでありますが、全体としましては概ね営業自粛・休業の要請にご協力いただい

たと受け止めております。こうした事業者のご協力のおかげで、最近は新規感染者が確認

されない日が続いているところです。事業者の方々の営業自粛・休業への要請のご協力に

対しまして感謝申し上げます。 

 一方、産業経済面では大きな影響が生じております。特に飲食店や宿泊施設、観光立ち

寄り施設などで売上げが大幅に減少するなどの深刻な影響が生じており、地域経済が危機

的状態になっております。このため県としましては、営業自粛にご協力いただいた事業者

に対する緊急経営改善支援金を、昨日11日から申請受付を行っております。県では申請受

付後1週間以内には交付できるよう準備を整えておりますので、速やかな申請をお願いいた

します。また先ほど申し上げました「県民県内お出かけキャンペーン」など県民の皆様に

よる観光分野における消費喚起を実施しますとともに、商店街の販売促進キャンペーンな

ど地域の実情に合わせた消費喚起策の速やかな実施を図ってまいります。 

次に県域を越えて県内へ移動する方々への啓発活動と任意での検温の本格実施をいたし

ましたので、それについて申し上げます。県では全国に先駆けまして、新型コロナウイル

ス感染症から県民の皆様の命と健康を守るため、県域を越えて県内へ移動する方々を対象

に、道路で3か所、鉄道で2か所、空港でも2か所、合計県内7か所におきまして、4月25日か

ら5月10日までの16日間、往来の自粛や感染防止を呼びかけるための啓発活動と任意の検温

を実施してまいりました。道路と鉄道、空港を合わせた16日間の実施状況でありますが、

対象となった方は6,209人で、啓発チラシを受け取っていただいた方が5,466人。検温につ

きましては、鉄道と空港の定点でのサーモグラフィーによる検温も含めご協力いただいた

方が5,861人と、多くの方々から非常に協力的に対応していただきまして、事故やトラブル

もなく実施することができました。 

人々の往来が盛んになるゴールデンウィーク期間中の取組みでありましたが、実施のア

ナウンス効果もありまして、人々の往来は例年よりも減少、本当に極めて減少した、非常

に減少したということがありました。期間を通じて県域を越えた移動は抑制的となりまし

た。県域での活動の成果が出ているものと考えております。今回の取組みの課題をあげま

すと、通勤目的で日常的に利用されている方もいらっしゃいましたので、そういった方々

には重ねて啓発してしまって「昨日もらいました」というようなことですね、そんなケー

スもあったということを聞いております。なお県域を越えた移動につきましては、各県に

おいて引き続き自粛を要請することとなっております。東北6県と新潟県との共同メッセー

ジということも今まだ続いておりますし、今日午前中に全国知事会の会議もあったのです



7 

 

けれど、そこでもかなりの県からですね、県域をまたいだ、県境を越えた移動はこれから

も抑制したほうがいいというご意見が出されました。全国を対象とした緊急事態宣言が継

続されたことも踏まえまして、明日ですね、5月13日になりますけれども、山形蔵王パーキ

ングと山形駅と庄内空港、この3か所に限定して、道路も駅も空港も1か所ずつということ

で限定して、1回のみ啓発活動と任意での検温を実施することとしております。というよう

なことでございます。 

 

記者 

 ありがとうございました。 

 

☆フリー質問 

記者 

 河北新報の岩田です。今お話しになった緊急事態宣言の関係で、報道等で早ければ14日

にもですね、山形県を含む多くの県が宣言解除になるというようなお話も伝わってきてお

りますけれども、知事としてはその解除後もですね、解除された県、または特定警戒都道

府県間の県域を越えた往来なんかは自粛をお願いしていくようなお考えなのでしょうか。 

 

知事 

 県民の皆さんに対してですか。 

 

記者 

 ええ。 

 

知事 

 はい、分かりました。政府では今月14日にも特定警戒都道府県以外の34県について緊急

事態宣言を一斉に解除する方向で調整していると、報道で承知をしております。本県では

本日も新たな感染者が確認されなかったということで、8日連続で新規感染者ゼロとなった

ところです。これまでの県民の皆様の感染防止に対する取組みが実を結んだものであり、

改めて県民の皆様に感謝を申し上げます。このように8日連続で新規感染者ゼロが続いてい

る状況や、入院者数が減少していて医療体制も確保されているという状況を踏まえますと、

本県が解除されることは妥当な方向ではないかと考えております。しかしながらですね、

全国的にはまだ新型コロナウイルス感染症が終息しているわけではございませんので、や

はり引き続き感染防止に向けた取組みをしっかりと講じていただく必要があると考えてお

ります。今後もですね、当面の間、県域を越えた移動については自粛の協力をお願いして

いくということを考えております。 
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記者 

 分かりました。それで全国知事会としては、この緊急提言を見ますと、今おっしゃった

ような解除された都道府県間の往来の自粛というのも国のほうに発出するように求めてい

るということなのですかね。 

 

知事 

はい、何人かの知事さんのですね、ご意見をちょっと私読ませていただいたのですけれ

ども、やはりしばらくの間は県境を越えた、県域を越えた移動は、全国の都道府県で広域

連携して取り組んでいく必要があるというようなことをおっしゃっていたというふうに伺

っておりますので、どういうふうに知事会としておまとめになるのかはまだちょっと私も

聞いていないところですけれども、そういった方向になるのかなと思っております。 

 

記者 

わかりました。ありがとうございます。 

 

知事 

はい。 

 

記者 

あと、明日、設立総会開催予定の、以前からおっしゃっていたオール山形の会議だと思

いますけれども、これは、県選出の国会議員というのは、皆さん参加されるということな

んですか。 

 

知事 

そうですね、今のところ私が聞いているところでは、芳賀参議院議員が参議院の中で決

算委員会があるというようなことで、欠席というようなことを聞いているところでござい

ます。ほかの方々はウェブで出席していただけるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 

記者 

以前、戦略会議が立ち上がったあとにですね、舟山参議院議員と芳賀参議院議員から、

戦略会議を解散してからですね、こちらの会議のほうには参加したいというような趣旨の

ファックスがありましたけども、そのあたりでは、その後何かやり取りされて、解散はし

ていないわけですけど、そのあたりで何かやり取りされたんでしょうか。 
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知事 

そうですね、その戦略会議のほうは、やはり全国の緊急事態宣言が延長されたというこ

ともありますので、その間はですね、解散とかなんとかということにはならないと思って

おります。 

このオール山形のほうはですね、ちょうど時期的にも、県内の感染者数がゼロというこ

とが 8 日も続いて、本日で 8 日です。そういった状況にあって、感染防止対策と経済活動、

両立させていくという新たな局面に入りますので、そういった時に県内の各界、各層から

の様々なご意見を頂戴して、市町村や県、政府といったその行政でどういうふうに反映し

ていけるのかというようなこともとても大事な切り口になってくるかと思っておりますの

で、まったく別物の会議だというふうに思っております。 

そういった内容でありますので、特にそのあと 2 つの会議がどうというようなことは、

私はちょっと聞いていないところです。 

 

記者 

ありがとうございます。 

 

知事 

はい。 

 

記者 

毎日新聞の的野です。先ほど、8 日連続で新規感染者がゼロで、第 2 弾に向けて予防して

いかなければいけないというお話ではあったんですが、現状その 8 日、新規の感染者がゼ

ロということで、県内での感染というのは収束になっているかどうか、その辺をちょっと、

所感をお伺いしたいのですけれど。 

 

知事 

そうですね、はい。実は医療専門家会議の時にですね、感染者数がゼロというのが1週間

続くということのその意味について、ちょっとお聞きをしてみたんですね。そうしました

ら、やはりその潜伏期間というものもございますので、やっぱり1週間ゼロが続くというこ

とは、大変一つの大きな目安ではないかというようなことをお聞きしましたので、専門家

の見解ということで、私もなるほどなと腑に落ちたところでございます。 

そんなようなことでありますので、なんとか県民の皆様と一緒に第一波は乗り切った感

があるのかなというふうに思っております。 

ただ、もちろん気を緩めてはならないというふうにも思っております。やはり、ゴール

デンウィークの間にも県域を跨いで移動していた方はいらっしゃいましたので、それがど

ういうふうになってくるかも本当に予断を許さないと言いますか、県としましては、しっ
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かりと気を緩めず、これからも取り組んでいく必要があるというふうにも考えております。 

 

記者 

ありがとうございます。すいません、もう1点で、口座のほうができたと思うんですけど、

対策応援金のほうなんですけれど、こちらは知事自身も入金するようなお考えというのは

ございますか。 

 

知事 

したいんですけれども、政治家って寄付しちゃいけないって、法律違反になってしまう

んですね。ですから、できる限り県内経済の回復のために買物をしたりですね、そんなこ

とをしようかなと思っております。 

 

記者 

東日本大震災の時と違って、全国的に皆さんが大変な環境にある今回の事案だと思うん

ですけれど、それでもこういった募金のような、なんて言うんですか、入金を皆さんに呼

びかける活動をされるというのは、やはり、そういった学生さんの困難な状況だとか、そ

ういうのをお伺いして踏み切った次第なんでしょうか。 

 

知事 

そうですね、そもそもはですね、経済界の方々から、複数の方々からですね、あるいは

労働界の方々からも、政府からの全国一律、国民1人1人に10万円の給付があるということ

になった時に、ぜひ本当に深刻な状況にある方々に使っていただきたいので、そういった

応援金というようなものを作ってはいかがかというようなご提案をいただいたのが始めで

ございます。そういった状況でありますので、そういった善意というものをやはり広く募

って、本当に困っている方々のところに集中してですね、応援、支援、サポートできるよ

うなことをやっていければと思っております。 

 

記者 

どこか他県の事例を参考にされたとか、そういうことではなく、独自でお考えになられ

て立ち上げたものですか。 

 

知事 

他県の事例も承知しておりました。そして自分自身の思いもありましたし、そのうちに、

県内からもそういった声が出てきてですね、提案をいただいたということが重なりました

ので、これはしっかりとその取組みをですね、始めたいというようなことでこのようにな

ったところでございます。 
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記者 

わかりました。ありがとうございます。すいません、最後に1点で、最近の会見等で知事

のマスクが、さくらんぼ柄のいくつかあるなというのは認識しておるんですけれども、今、

さまざまそういった県産品のイベント等が自粛されている中、そういった県産品のさくら

んぼのマスクを着けることというのは、こういったPRと言いますか、そういうものにつな

がるとお考えなのか、どのような意味で着けていらっしゃるかというのを一言いただけた

らと思います。 

 

知事 

そうですね、実はマスクを着けて記者会見したり、会議をしたりということをやってお

りましたらば、「愛のマスク運動」を始めました時にですね、県内の女性の方々から、本当

にいろいろな広範囲の、庄内の鶴岡でありましたり、酒田でありましたり、また白鷹であ

りましたり、山形市でありましたり、寒河江とか、本当に広範囲なところで、米沢もあり

ます。本当にしょっちゅうマスクを送っていただいておりまして、「このマスクを着けてが

んばれ」とかですね、あと、さくらんぼに関係している人からは「さくらんぼをぜひ着け

てくれ」というようなことで、おもしろいところでは、「宮城県の知事に負けてほしくない

から」なんて言って、さくらんぼの刺繍をしたのを送ってくださった方もいて、いろんな

思いがこもったたくさんのマスクをいただいたところです。 

せっかくいただいたマスクですので、これからいろいろな機会に皆さんからいただいた

この愛のマスクを着けさせていただきたいというふうに思います。 

 

記者 

ありがとうございます。 

 

知事 

はい。 

 

記者 

荘内日報の松田です。今もちょっとお話していたのと、あと、先ほどの全国知事会でも

多少話しておりましたが、アルバイトの口がなくなった学生への支援についてなんです。 

県内での大学でちょっと耳にした話なんですが、入学したての1年生、彼らはアルバイト

をしようにも最初からアルバイトをしていない、だから今回の学生支援の対象外ではない

かという声が聞こえてきたんですね。 

それで彼らは、1年生は大学が始まる前に休校になって、まだキャンパスにも行っていな

い、アルバイトを探そうにもそんな口はない、学生の支援からも外れるんじゃないかと、

非常に不安の声が高まっておりまして、このままではもう大学を辞めちゃおうなんていう
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話までしてると言います。 

そういった1年生、入ったばっかりの1年生にもこちらの応援金の、対象には入るのでし

ょうか。 

 

知事 

はい。そうですね、私も今記者さんがおっしゃったようにですね、アルバイトの収入が

減った学生さんというのは、今国会でもいろいろ議論されていて、そういう中には含まれ

ていると承知をしておりまして、ただ、新入生はですね、まだアルバイトを始めたわけで

はないので、収入が増えたとか減ったとかいうことに入らないわけですから、そこから漏

れてしまうのではないかという心配を私もしております。 

それで、大学とも連携しながらということになりますけれども、この応援金がですね、

まだ集まってはいないわけでありますけれども、そういった学生さんもやはり含んでの支

援ということができればいいなというふうに考えております。 

 

記者 

ありがとうございます。 

 

記者 

日本経済新聞の浅山です。この応援金なんですが、今の段階では使い道もかなり広いふ

うになってますけど、詳細はまだこれから決めるということなんでしょうか。 

 

知事 

そうですね。わかっているのは医療従事者の方々への支援と、それから深刻な状況にあ

る事業者の皆さんとかですね、あるいは失業した方とかいうようなのはちょっとまだ早計

かもしれませんけれども、労働界の方も、本当に困っている人に対してというようなご意

見もいただいております。 

 

記者 

それは、いつ頃までにはそういうのを支払いたい、支払いの期限ですね、今月内には。 

 

知事 

支払いって、応援金ですか。 

 

記者 

応援金です。はい。集まったお金をいつまでに出すのか。 
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知事 

応援金の期限、いつまででしたか。 

 

記者 

まだその辺も決まってないんですか。 

 

知事 

ええ、明日から始めるんですけども、決まっていたかもしれませんけど、ちょっと聞い

てみたいと思います。 

 

防災くらし安心部 

防災くらし安心部の林です。ただいまその応援金の支払いということでですね、ご質問

ありましたけども、そちらにつきましては、今後ですね、歳出予算についてそれぞれ検討

してですね、決めてまいりたいと思っておりますので、議会等の関係で、手続きを進めて

いくということになります。 

 

記者 

そうすると、やはり数か月単位先になるというようなイメージなんですか。 

 

防災くらし安心部 

そういった部分についてですね、まずはできるだけ早くですね、そういう手続きを済ま

せて、支給できるようにというふうに考えてございます。 

 

記者 

今の段階では、いくらぐらい集まらないかなみたいな、期待みたいなものも知事として

はお持ちではないんですかね。目標金額的なものですね。 

 

知事 

目標までは定めておりませんけども、できるだけ広くお願いして、できるだけ多く集ま

ってくれると、たくさんの方々に支援できると思いますので、多く集まることを期待して

おります。善意が多く寄せられることを期待したいと思っています。はい。 

 


